
２０２２年度（令和４年度）協働のまちづくり推進事業報告書 

加茂学区まちづくり推進委員会 委員長 小林 弘志 

  (問合せ先) ０８４－９７２－５５４１（加茂交流館） 

事業内容 

（１）第２６回加茂ふれあい文化祭 作品展（１１月６～１２日） 

（２）まちづくり事業の広報活動（通年） 

（３）まちづくり推進委員会運営事業（通年） 

（４）コミュニティ育成事業（通年） 

（５）加茂学区まちづくり功労者表彰（11月 6日） 

（６）第１４回加茂知っとる検定（２月３日，４日） 

（７）史跡めぐり（1月21日） 

（８）子ども会書道大会（１１月３日） 

（９）芸術鑑賞会（１０月８日） 

（１０）第１４回加茂学区駅伝・マラソン大会（１１月１９日） 

（１１）しめ縄づくり（１２月２４日） 

（１２）お年寄りをお招きする会（3月１７日） 
※コロナ禍のため会の開催は中止し，中学生が 
老人クラブ会員に手作りのプレゼントを進呈 

（１３）学校・家庭・地域が連携できる組織づくり 
安全確保対策メール配信システム登録依頼の 
ちらしを自治会加入世帯全戸に配布 

（１４）花いっぱい運動（６月４日，１２月３日） 

（１５）環境保全対策 
（啓発ちらしを自治会加入世帯全戸に配布，啓発看板の設置） 

（１６）グラウンドゴルフ大会（７月１９日，１０月１２日） 

（１７）「ペタンクゲーム」を楽しもう（１０月１日） 

（１８）健康福祉講座 ９月１７日 健康づくり講座，１０月２９日 救命救急法 
２月２５日 認知症講座（成年後見制度の理解と推進・認知症についての講座） 

（１９）高齢者が多くの人とふれあえる場の提供（９月１５日 グラウンドゴルフ大会） 
※その他にも行事を予定していたがコロナ禍のため中止，交流の意味も含め自宅を訪問し
高齢者安否確認を行った。 

（２０）お出かけ支援事業の検討 
検討を行う中で今できることとして，地域内の 
移動販売情報をまとめ自治会加入世帯全戸に配布 

（２１）ｅｙｅさつ運動 
（小学生が運動のためのポスターを作成） 

（２２）地域におけるデジタル化の推進 
（６月４日 デジタル講演会） 

（２３）交流館落成記念行事（９月３日） 

第２６回加茂ふれあい文化祭 作品展 

花いっぱい運動 

しめ縄づくり 



成 果 
協働のまちづくりは回数を重ねることで学区に浸透し，各主管団体が自主的・主体的に

活動し事業に取り組んでいる。今年度も新型コロナウイルス感染症の影響で中止となった

事業もあったが，工夫を重ね感染症防止対策を行いながら諸事業を開催した。 

また，まちづくり計画終了後の「まちづくり」の方向性に基づき，新たな取り組みを

始めることができた。 

 

 課 題 

・２０２３年度が役員の改選期にあたり新たな体制での出発となるが，今後のまちづくり事業

の変化に対応した組織づくりや，次世代育成が必要である。 

・新型コロナウイルス感染症も第５類に移行が見込まれ，行事も通常の対応となることから，

ふれあい文化祭については開催時期や他行事との連携など検討する必要がある。 

 

課題解決にむけて 

・「スマイルｕｐ加茂」などの若い世代を中心に継続可能な対策を考えていく。 

・ふれあい文化祭検討委員会を立ち上げ，他行事との共催について検討し実行委員会へと

つなげていく。 

・お出かけ支援事業として高齢者に関する住民ニーズの把握のためのアンケート調査を実

施する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

加茂交流館の開館に伴い９月３日，４日の二日

間にわたって，加茂交流館落成記念行事を行いま

した。台風の接近により天気の心配もされまし

たが，当日は雨も上がり枝広市長をはじめとす

る来賓の方々，福山市行政関係者，まちづくり推

進委員のご出席のほか，たくさんの地域のみな

さまにもご参加いただき，まちづくり推進委員

会に所属する団体の協力のもと無事落成式を終

えることができました。 

記念式典後に行われたアトラクションでは，地域で活動する花鼓（はなっこ）が和太鼓の

演奏を披露，フィナーレの時間には晴れ間も見え，風船も空高く舞い上がり，地域の新しい

まちづくりの拠点となる交流館の出発を記念するイベントとなりました。 

≪落成式≫ 

2022 年 9 月 3 日（土）10:00～ 

・記念式典 

・アトラクション 

・館内見学 

≪館内見学会≫ 

2022 年 9 月 3 日（土）13:30～16:00 

4 日（日） 9:30～12:00 

 

 

 

 

≪落成式≫記念式典 

≪落成式≫ アトラクション 


